
平成 27年度 第 2回 四万十町ケーブルネットワーク放送番組審議会要旨 
 

日  時： 平成 28年 3月 10日（木） 13:30～14:30 

場  所： 四万十町役場本庁西庁舎３階 防災対策室 

出席委員： 中町博信、和田裕實、澁谷法人、奥宮正洋、清水美代子、中城由美子、居長原信子 

欠席委員： なし 

事務局等： 企画課：敷地 課長、津野、森 

四万十公社：岡野 事務局次長、大崎 チーフ 

 

■会議次第       

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 企画課長あいさつ 

４ 報告事項 

加入状況 

放送実績ほか 

放送事故・訂正放送報告ほか 

出張・研修・会議等の他の報告事項 

 ５ 自主制作番組視聴 

 ６ 質疑応答 

７ 閉会 

 

■会議結果（要旨）   

 

報告事項 

１．加入状況について 

2016年 2月 1日時点での全加入数、インターネット・有料番組等の契約数の内訳を報告 

 

２．放送実績の報告  

  ●四万十うぉっちんぐの放送内容（週１回更新） 

・この番組は、開局から現在まで続けている番組であり、現在 421回の放送回数となって

いる。 

・秋には町内の保育所・小学校・中学校・高校の運動会の特集を組み、その後各地区で行

われている秋祭りの特集を放送するという編成を行っている。 

・来年度は、各保育所・学校に事前に撮ってもらいたいプログラムなどを聞き取るアンケ

ートを取るなど検討したい。 

・秋祭りは、町内たくさんあるのでもっと放送したいが、公社で把握しているだけでも 50

を超える神社があるため、全箇所の放送は難しい現状である。 

   

●四万十放送室の放送内容（週２回更新） 

・今年度は、お正月に帰省される方や、町外の高校・大学に行かれている学生も実家に戻

ってきている方も多いことから、年末の岩本寺での年越し風景・興津峠からの初日の出

を元日の正午に放送し、また２日の成人式などを２日の夜に放送した。この取り組みは、

大変好評をいただいたので、来年度も早く情報を出せるように取り組んでいきたい。 

・高知県内のケーブルテレビと連携ということで、ニュース番組の交換を行った。来年度

以降も撮り組んでいく。 

 

●特別番組（日曜日・平日の 22時台に放送） 

・台地まつり鳴子踊りの生放送、小中学校音楽祭などは前年度に引き続いての取り組みで

あるが、好評があるので、来年度も引き続き取り組んでいく。 



・年末年始には、特別編成として再放送や総集編、今までに放送した特別番組などを一挙

に放送した。 

・高吾地区小中学校音楽祭については、四万十町から２校の出演があり、よさこいケーブ

ルネットに依頼して撮影していただいた。ニュース以外の所でも連携を行った。 

・そのほか、興津峠からの初日の出の生放送や駅伝大会などを放送した。 

 

  ●モバイル＆ムービー（視聴者参加型番組） 

・視聴者がスマートフォンやビデオカメラで撮影したものをケーブルテレビで適宜編集し

たものを放送している。 

・現在、月曜日更新で放送しているが、業務の関係上、４月以降は木曜日更新に変更した

いと考えている。 

 

  ●行政放送（週１回更新） 

    ・ボランティアキャスターの進行のもと、町役場からのお知らせを放送している。 

    ・教育委員会が作成している学びの時間についても、今年度後期も引き続き放送した。 

 

  ●他局への番組提供 

   ・チャンネル 700と香南ケーブルテレビでは、四万十うぉっちんぐなどの番組全部を放送

している。 

   ・NHK 高知放送局では、３週間に１回のペースで四万十ケーブルテレビが取材したニュー

スを NHKが選んで放送している。 

 

  ●インターネット配信 

    ・番組を見逃した方が視聴できるように、放送終了後インターネットに公開している。ま

た、特別番組も載せられるものは載せている。視聴は、四万十ケーブルテレビのインタ

ーネット加入者で高速回線の契約がある方のみ見られるという環境を作っている。 

 

   ●広告放送 

    ・夏には３社の広告を放送したが、年末年始には６社の広告を放送した。来年度以降も適

宜検討して放送できる体制を整えていきたい。 

 

３．訂正放送・放送事故 

   ・訂正放送（１件）→四万十放送室で駅伝大会の選手宣誓者の氏名表記に誤りがあり、翌日

には訂正をした。 

 

４．出張・研修・会議等の報告 

・県内 CATV 制作有志会では、高知県内のケーブルテレビ番組制作の担当が集まって、意見

交換や番組制作の技術力の向上をはかる場としている。 

  ・NHK高知放送局主催でアナウンス研修が開催され、担当２名が出席した。 

  ・４月 10 日に開催される奥四万十博オープニングセレモニーでは、須崎市のよさこいケー

ブルネットと合同で生中継を予定している。また、チャンネル 700でも同時に全国配信を

予定している。 

  ・４月以降に予定の高知放送との番組連携については、NHK 高知放送局へニュースの提供を

行っているものと類似しており、四万十 CATV が取材したものを高知放送で放送するとい

うことで話が進められている。覚書を締結し、４月以降に高知放送局で始まる新しい情報

番組の中で、県内のケーブルテレビが取材したものを放送するということに参加する予定

である。県域放送なので四万十町以外の人にも見られるということであるため、イベント

の告知など有効に活用していきたい。  



自主制作番組の視聴 

 ①行政放送：次世代施設園芸団地について 

 ②コミュニティ：興津八幡宮秋季大祭 

 

質疑応答 

【委員】取材した際、取材された人から、データが欲しいと言われた場合はどうしているか。 

  ⇒（公社）取材をさせていただいた方から要望があれば、お礼という形で DVDを１枚だけお渡

ししている。 

 

 【委員】大きいイベントの取材は、時間をかけて打ち合わせや構成をしているのか。 

  ⇒（公社）四万十うぉっちんぐという企画番組では、ニュースと違い事前に A4 用紙１枚分く

らいの構成を考え、取材をしながら構成を変えていくなどしている。 

 

 【委員】撮影するときに気を付けること、気を使うことはあるか。 

  ⇒（公社）肖像権の問題や知らない間に撮られていたなどのトラブルが他のケーブルテレビか

ら事例を聞くことがある。現在、四万十 CATV ではないが、腕章をつけカメラにシールを貼

って、テレビが取材に来ているという存在感をアピールしている。ケーブルテレビですとい

うアピールをしていれば、映りたくない方たちは避けてくれている。また、取材対象者には、

放送予定を伝えるようにしている。 

 

 【委員】大きなイベントの取材では、どのくらいのカメラが出動するのか。 

 ⇒（公社）興津八幡宮秋季大祭の取材の時は、同時進行でいろいろな場所を取材したため、６

台のカメラで撮影を行った。駅伝大会などでも、その区間分のカメラ台数が必要となるので

多くて複数のカメラで取材をしている。 

 

【委員】奥四万十博のオープニングイベントは生放送ということは、通常放送しているものがな

く、生放送が放送されるのか。 

 ⇒イベント当日は通常放送はお休みとなり、午前９時 30 分から午後４時まで生放送を行う予

定である。。 

 

【委員】奥四万十博期間中のイベントについても撮影するのか。 

 ⇒奥四万十博の時期でなくても、イベント関係については今まで撮影してきたので、変わりな

くイベント関係は撮影していく。また、今後は奥四万十博関連を中心として、事前告知型の

放送を町内外で行っていきたい。まだ計画段階ではあるが、よさこいケーブルネットと協力

して両局エリア外（梼原町、津野町）への取材もできればと考えている。 

 

【委員】CMは、夏に３社、年末年始には６社に増えているが、募集をしたのか。 

 ⇒（公社）通常の放送枠では広告の放送はないが、年末年始は特別編成での放送であり広告枠

を設けた。この期間の広告については、こちらから営業を行い、６社の広告を放送すること

になった。 

 

閉会 

 


